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第２章 安全性要求事項 
 
７． 充電部の偶然的接触に対する保護 

7.1   電気ショックに対する保護を器具の外郭に依存しない安定器は、通常の使用状態で充 

電部への偶然的接触に対して十分に保護されていること。 

ラッカー又はエナメルは、この要求事項に対して適当な保護又は絶縁性を有している 

とはみなされない。 

偶然的接触に対する保護のための部品は、機械的強度が十分であり、通常の使用状態 

でゆるみを生じないこと。工具を使用しないで取り外すことができないこと。 

適合性は、目視、及び IEC 529 の図１に示した接触を示す電気的表示装置を用いた試

験指により判定する。この試験指は考えられる全ての位置に当てられ、必要に応じて 

10Ｎの力を加える。 

接触の表示のためにランプを使用し、電圧は 40Ｖ以上とすることが望ましい。 

7.2  合計の容量が 0.5μF を超えるコンデンサを有している安定器は、定格電圧の電源か

ら安定器を切り離した後、１分間以内に安定器の端子聞の電圧が 50Ｖ以下となるよう

に放電装置を設けること。 

 

８． 端子 

ねじ端子は、 IEC 598-1 の 14 節に合致していること。 

ねじなし端子は、 IEC 598-1 の 15 節に合致していること。 

8.101  口出し線を有する独立形安定器は、IEC 598-1 の 5.2 及び 7.2 の規定に、また、それ

以外の安定器については IEC 598-1 の 5.3 の規定に下記を除いて適合すること。 

IEC  598-1 の 5.2.2 及び 5.3.1 の規定を下記に置換える。 

ａ）別表第一、別表第十二又は、整合化された IEC 227、245 に適合する電線（屋外で

使われることを意図したものにあっては、キャブタイヤケーブル又は絶縁電線に限

る。）であって、断面積が 0.75mm2 以上のものであること。 

ｂ）独立形安定器の口出し線の器体外の長さは、150mm 以上であること。 

 

９． 接地 

独立形安定器は、定格入力電圧及び定格２次電圧が l50Ｖ以下で、屋内の乾燥した場 

所で使用されるものを除き、外郭の外面、その他の適当な箇所に、接地用端子又は接地 

用の口出線を取り付けであること。 

9.1   いかなる接地端子も８節の要求事項を満足すること。電気的接続は、ゆるまないよう 

に適切にロックされたものであり、工具を用いないで電気的接続をゆるめることができ

ないこと。ねじなし端子は、意図せずに締め付け手段をゆるめることができではならな

い。 

安定器の接地は、接地された金属へ安定器を固定することにより行ってもよい。しか

しながら、安定器に接地用端子がある場合は、この端子は安定器の接地のためにのみ使

用すること。 

適合性は、自視、手、及び８節の試験により判定する。 

9.2   接地端子の全ての部品は、接地導体又はこれらと接触する他の金属との接触から生ず

る電気的腐食の危険性を最小にするものであること。 

ねじ又は他の接地用端子の部品は、黄銅又は他の腐食しない金属あるいは錆びない表 
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